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【【【【緒言緒言緒言緒言】】】】近年一重項励起状態（S1）と三重項励起状態（T1）のエネルギー差（∆EST）を小さくし

た分子を設計することで、三重項から一重項への逆系間交差現象（RISC）を活性化し、レアメタ

ルを使用しない芳香族系化合物によりほぼ 100%の内部 EL量子効率を得ることができる熱活性型

遅延蛍光（TADF）材料の検討が進められている 1, 2)
 

本発表では蛍光発光性有機EL材料として実績のある亜鉛を利用して新たに創出した新規TADF

発光性錯体 Zn-1、Zn-2（Figure 1）の分子設計、合成と光学特性および OLED特性について報告す

る。 

 

【実験】【実験】【実験】【実験】電子受容性（アクセプター）に優れると予

想されたフェニルベンズオキサゾール基の 4、5位に

電子供与性（ドナー）のフェノキサジン基を導入し

た配位子をもつ亜鉛錯体 Zn-1、Zn-2を設計して∆EST

を計算したところ、TADF 発光が期待できる小さな

値を示すことが判った。そこで、これらを合成して

TG-DTA を測定したところ、蒸着法での素子作製が

可能な熱安定性を有することも判明した。 

Zn-1、Zn-2を発光材料として mCBP中にドープし

た薄膜を作製して光学特性を評価した。さらに、

ITO/α-NPD/6wt% dopant : mCBP/TPBi/LiF/ Alの素子

構成により OLED特性を評価した。 

 

【結果と考察】【結果と考察】【結果と考察】【結果と考察】過渡蛍光寿命測定結果より、Zn-1、

Zn-2 ともに室温で速い蛍光成分と遅延蛍光成分が

存在し、更に遅延蛍光成分が温度上昇とともに増加

することが確認できたことから、これらの材料がと

もに TADF材料であることを確認した。更に、素子

評価結果より Zn-1、Zn-2ともに高い外部 EL量子効

率を示すことも明らかになった (Fig .2、Zn-1：

ηEQE=15.0%、Zn-2：ηEQE=10.4%)。 

ここで、Zn-1は Zn-2に比較して高い外部 EL量子

効率を示しているが、これは Zn-1 の∆ESTが 0.06eV

と Zn-2の∆EST=0.18eVと比較して小さいために、逆

項間交差速度定数を大きくできたことによる高い蛍

光量子収率（78.4%）に由来するものと考えられる。 

本研究により、適切な分子設計をすることで、亜

鉛のような典型金属錯体によっても高効率な TADF

発光材料の創出が可能であることが明らかになった。 
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Figure1. Molecular structures 

 

 
Figure 2. (a) Current density-voltage (J-V) 

characteristics (b) EQE-current density 

characteristics (inset: EL spectrum operated 

at 10mA/cm
2
) 
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